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恩
を
返
す
話 

菊
池 

寛 

    

寛
永
十
四
年
の
夏
は
、
九
州
一
円
に
、
近
年
に
な
い
旱
炎
な

日
が
続
い
た
。
其
上
に
又
、
夏
が
終
に
近
づ
い
た
頃
、
来
る
日

も
、
来
る
日
も
、
西
の
空
に
落
つ
る
夕
陽
が
、
真
紅
の
色
に
燃

え
立
つ
て
、
人
心
に
不
安
な
期
待
を
、
植
ゑ
付
け
た
。 

 

九
月
に
入
る
と
、
肥
州
温
泉
ケ
嶽
が
、
数
日
に
亘
つ
て
、
鳴
動

し
た
。
頂
上
の
噴
火
口
に
投
げ
込
ま
れ
た
切
支
丹
宗
徒
の
、
怨
念

の
為
す
業
だ
と
云
ふ
流
言
が
、
肥
筑
の
人
々
を
慄
れ
し
め
た
。 

 

凶
兆
は
尚
続
い
た
。
十
月
の
半
に
な
つ
た
あ
る
朝
、
人
々
は
、

庭
前
の
梅
や
桜
が
、
時
な
ら
ぬ
蕾
を
持
つ
て
居
る
の
を
見
た
。 

 

十
月
の
終
に
な
つ
て
、
之
等
の
不
安
や
、
恐
怖
の
高
層
が
遂

に
到
来
し
た
。
夫
は
、
云
ふ
迄
も
な
く
、
島
原
の
切
支
丹
宗
徒

の
蜂
起
で
あ
る
。 

 

肥
後
熊
本
の
細
川
越
中
守
の
藩
中
は
、
天
草
と
は
、
唯
一
脈

の
海
水
を
隔
つ
る
ば
か
り
で
あ
る
か
ら
、
賊
徒
蜂
起
の
飛
報
に

接
し
て
、
一
藩
は
忽
ち
、
強
い
緊
張
に
囚
は
れ
た
。 

 

而
も
一
揆
が
苟
め
の
、
百
姓
一
揆
と
異
つ
て
、
手
強
い
底
力

を
持
つ
て
居
る
事
が
知
れ
る
に
従
つ
て
、
一
藩
の
人
心
は
、
愈
々

猛
り
立
つ
た
。
家
中
の
武
士
は
、
元
和
以
来
、
絶
え
て
使
は
な

か
つ
た
、
陣
刀
や
、
半
弓
の
手
入
れ
を
し
始
め
た
。 

 

松
倉
勢
の
敗
報
が
、
頻
々
と
伝
へ
ら
れ
る
。
然
し
、
藩
主
忠

利
侯
は
在
府
中
で
あ
る
上
に
、
妄
り
に
、
援
兵
を
送
る
事
は
、

武
家
法
度
の
堅
く
、
禁
ず
る
所
で
あ
つ
た
。
国
老
達
の
協
議
の

末
、
藩
中
の
精
鋭
四
千
を
川
尻
に
出
し
て
封
境
防
備
の
任
に
当

ら
し
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。 

 

わ
が
神
山
甚
兵
衛
も
、
此
人
数
の
裡
に
加
つ
て
居
た
。
成
年
を

越
し
た
ば
か
り
の
若
武
者
で
あ
つ
た
が
、
兵
法
の
上
手
で
あ
る

上
に
、銅
色
を
帯
び
た
、双
の
腕
に
は
、強
い
力
が
溢
れ
て
居
る
。 

 

国
境
を
守
つ
て
、
松
倉
家
か
ら
の
注
進
を
聞
き
な
が
ら
、
髀

肉
の
嘆
を
洩
し
て
居
る
内
に
、
十
餘
日
が
経
つ
た
。
愈
十
二
月

八
日
、
上
使
板
倉
内
膳
正
が
、
到
着
し
た
。
細
川
勢
は
、
抑
へ

に
抑
へ
た
河
水
が
、
堤
を
決
し
た
や
う
に
、
天
草
領
へ
雪
崩
れ

入
つ
た
。
が
、
然
し
一
揆
等
が
、
唯
一
の
命
脈
と
頼
む
原
城
は
、

要
害
無
双
の
地
で
あ
つ
た
。
搦
手
は
天
草
灘
の
波
濤
が
、
城
壁

の
根
を
洗
つ
て
居
る
上
に
大
手
に
は
、
多
く
の
丘
陵
が
起
伏
し
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て
、
其
間
に
泥
深
い
、
沼
沢
が
散
在
し
た
。 

 
板
倉
内
膳
正
は
、
十
二
月
十
日
の
城
攻
に
、
手
痛
き
一
揆
の
逆

襲
を
受
け
て
以
来
、
力
攻
め
を
捨
て
ゝ
、
兵
糧
攻
め
を
企
て
た
。

が
、
夫
も
、
長
く
は
続
か
な
か
つ
た
。
十
二
月
二
十
八
日
、
江
府

か
ら
松
平
豆
州
が
上
使
と
し
て
、
下
向
し
た
と
云
ふ
情
報
に
接

す
る
と
、
内
膳
正
は
、
烈
火
の
如
く
怒
つ
て
、
原
城
の
城
壁
に
、

自
分
の
身
体
と
、
手
兵
と
を
、
擲
げ
付
け
よ
う
と
決
心
し
た
。 

 

細
川
家
の
陣
中
へ
も
、
総
攻
め
の
布
告
が
来
た
。
然
し
翌
二

十
九
日
は
、
冬
に
は
稀
な
大
雨
が
降
り
続
い
て
、
沼
池
の
水
が

溢
れ
た
。
三
十
日
は
、
昨
日
の
大
雨
の
名
残
り
で
、
軍
勢
の
足

場
を
得
か
ね
た
。 

 

翌
く
る
寛
永
十
五
年
の
元
朝
は
、
敵
味
方
と
も
、
麗
ら
か
な

初
日
を
迎
へ
た
。
内
膳
正
は
屠
蘇
を
汲
み
乾
す
と
、
立
ち
な
が

ら
、
膳
を
踏
み
砕
い
て
、
必
死
の
覚
悟
を
示
し
た
。 

 

此
日
は
、
夜
明
け
方
か
ら
、
吹
き
募
つ
た
、
烈
風
が
砂
塵
を

飛
ば
し
て
、
城
攻
に
は
屈
強
の
日
と
見
え
た
。
正
辰
の
刻
限
か

ら
、
寄
手
は
、
息
も
つ
か
ず
、
犇
々
と
攻
め
寄
つ
た
。 

 

神
山
甚
兵
衛
も
、
出
陣
以
来
、
待
ち
に
待
つ
た
日
に
逢
ふ
事

を
喜
ん
だ
。
彼
は
、
少
年
の
折
か
ら
、
一
度
は
実
地
に
使
つ
て

見
た
い
と
望
ん
で
居
た
天
正
祐
定
の
陣
刀
を
、
振
り
被
り
な
が

ら
、
難
所
を
選
ん
で
戦
う
た
。 

 

然
し
寄
手
は
、
散
々
に
打
ち
悩
ま
さ
れ
た
。
内
膳
正
が
流
丸

に
中
つ
て
倒
れ
た
の
を
機
会
に
、
総
敗
軍
の
姿
と
な
つ
て
、
引

き
退
く
後
を
、
城
兵
が
城
門
を
開
い
て
、
慕
う
て
来
た
。 

 

此
時
で
あ
る
。
甚
兵
衛
は
他
の
若
武
者
と
共
に
細
川
勢
の
殿

を
し
て
戦
ひ
な
が
ら
退
い
た
。
其
時
に
、
敵
方
の
一
人
が
執
念
く
、

彼
に
付
き
纒
つ
て
来
た
。
六
十
に
近
い
、
右
の
頬
に
、
瘤
の
あ
る

老
人
で
あ
る
。
彼
は
鎧
の
胴
ば
か
り
を
付
け
て
居
た
。
目
の
裡

は
異
様
に
輝
い
て
、
熱
に
浮
か
さ
れ
た
や
う
に
『
さ
ん
た
、
ま

り
や
』
と
掛
声
を
し
な
が
ら
打
ち
込
ん
で
来
る
。
息
切
れ
で
苦
し

が
り
な
が
ら
、
懸
命
に
打
ち
込
ん
で
来
る
。
敵
を
倒
す
事
も
、
自

分
が
斬
ら
れ
る
事
も
、
念
頭
に
な
い
。
た
ゞ
無
性
に
太
刀
を
振
る

事
が
、
宗
教
的
儀
礼
の
一
部
で
あ
る
や
う
に
見
え
た
。 

 

甚
兵
衛
も
、
か
ゝ
る
老
人
に
対
し
て
は
、
何
等
の
闘
志
も
な

か
つ
た
が
、
余
り
に
執
念
く
、
付
き
纒
ふ
の
で
、
仕
方
な
く
一

刀
を
肩
口
に
見
舞
う
た
。 

 

老
人
は
、
血
を
見
る
と
、
一
種
の
陶
酔
か
ら
覚
め
て
命
が
惜
し

く
な
つ
た
ら
し
く
、
急
に
悲
鳴
を
挙
げ
な
が
ら
逃
げ
出
し
た
。
す

る
と
甚
兵
衛
も
夫
に
釣
ら
れ
て
、
十
間
ば
か
り
、
追
ひ
か
け
よ
う

と
し
た
途
端
、
一
人
の
壮
漢
が
彼
の
行
手
を
遮
ぎ
つ
た
の
で
あ
る
。 

 

其
男
は
、
南
蛮
風
の
異
様
の
服
装
を
し
て
居
た
。
そ
し
て
甚

兵
衛
に
は
解
せ
ぬ
呪
文
を
高
ら
か
に
唱
へ
な
が
ら
、
太
刀
を
廻
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し
て
、
切
つ
て
掛
つ
た
。
甚
兵
衛
は
、
中
段
で
受
け
止
め
た
が
、

相
手
の
腕
の
冴
え
て
居
る
事
は
、
其
の
一
撃
が
十
分
に
証
明
し

た
。
甚
兵
衛
は
朝
か
ら
の
戦
で
、
可
な
り
疲
れ
て
居
て
、
冑
の
重

さ
が
、
ひ
し

〱
と
応
へ
る
の
に
、
其
男
は
、
軽
装
し
て
居
る
為

に
、
溌
剌
た
る
動
作
を
為
し
た
。
お
ま
け
に
、
太
刀
を
打
ち
合
ふ

毎
に
、
其
男
が
胸
に
吊
し
て
居
る
十
字
架
が
甚
兵
衛
の
眼
を
射

た
。
彼
は
其
十
字
架
に
不
思
議
な
力
が
籠
つ
て
居
る
や
う
に
思

つ
て
、
一
種
の
魅
力
を
さ
へ
感
じ
た
。
甚
兵
衛
の
太
刀
先
を
相
手

が
避
け
て
、
飛
び
退
つ
た
機
み
に
、
二
人
の
位
置
が
東
西
に
な
つ

た
と
思
ふ
と
、
敵
の
十
字
架
に
折
柄
入
り
か
ゝ
る
夕
陽
が
煌
め

い
た
。
燦
然
輝
い
た
と
思
ふ
途
端
、
甚
兵
衛
は
頭
上
に
強
い
シ
ョ

ッ
ク
を
感
じ
て
、
ア
ツ
と
思
ふ
間
も
な
く
昏
倒
し
た
。 

 

「
甚
兵
衛
ど
の
、
甚
兵
衛
ど
の
。」
と
呼
ば
れ
る
声
に
彼
は
ふ
と
、

自
分
に
返
つ
た
。
目
を
開
く
と
桶
側
胴
の
鎧
を
着
た
若
武
者
が
、

自
分
の
傍
に
立
つ
て
居
る
の
を
見
た
。
そ
し
て
其
足
許
に
は
、

十
字
架
を
掛
け
た
以
前
の
壮
漢
が
斬
ら
れ
て
間
も
な
い
と
見
え
、

時
々
弱
い
痙
攣
を
血
に
ま
み
れ
た
全
身
に
起
し
て
居
る
。 

「
惣
八
郎
、
助
太
刀
を
致
し
た
。」
と
其
若
武
者
は
云
つ
た
。
其

男
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
い
、
同
藩
の
佐
原
惣
八
郎
で
あ
つ
た
。
甚

兵
衛
は
、
頭
を
一
振
り
振
つ
て
、
初
め
て
意
識
の
統
一
を
取
返

し
た
。
彼
が
壮
漢
の
為
に
、
一
撃
を
受
け
て
昏
倒
し
た
所
へ
、

惣
八
郎
が
駆
け
付
け
て
、
危
急
を
救
つ
て
呉
れ
た
事
が
、
彼
の

頭
の
裡
に
明
瞭
に
分
明
し
た
。 

 

彼
は
惣
八
郎
に
対
し
て
、
命
を
助
け
ら
れ
た
感
謝
の
言
葉
を

云
は
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
然
し
夫
が
ど
う
し
て
も
口
に
出
な

か
つ
た
。 

「
良
き
兜
で
御
座
る
な
。」
と
惣
八
郎
は
何
気
な
く
云
つ
て
、
死
骸

か
ら
例
の
十
字
架
を
外
づ
し
て
、
自
分
の
物
に
し
て
し
ま
ふ
と
、 

「
さ
あ
、
は
や
参
ら
う
。
残
つ
て
居
る
者
は
、
わ
れ
等
ば
か
り

ぢ
や
。
」
と
云
ひ
捨
て
た
ま
ゝ
、
小
さ
い
溝
を
飛
び
越
え
て
畦
道

を
跡
を
も
見
ず
に
、
急
い
だ
。 

 

甚
兵
衛
は
、
独
り
取
残
さ
れ
て
、
深
い
溜
息
を
洩
し
た
。
彼

は
困
つ
た
事
に
な
つ
た
と
考
へ
た
。
ど
う
し
て
、
一
刀
の
下
に
、

斬
り
殺
さ
な
か
つ
た
か
を
、
悔
ん
だ
。
自
分
の
兜
の
良
い
の
と
、

敵
の
刀
の
切
味
の
鈍
い
の
が
恨
ま
れ
た
。 

 

彼
は
、
惣
八
郎
か
ら
恩
を
着
る
事
を
欲
し
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。
彼
が
昏
倒
し
た
時
に
、
若
し
意
識
が
残
つ
て
居
て
、
其
儘

殺
さ
れ
る
の
が
良
い
か
、
惣
八
郎
に
助
け
ら
れ
る
の
が
良
い
か

と
、
尋
ね
ら
れ
た
ら
彼
は
即
座
に
死
の
方
を
選
ん
だ
で
あ
ら
う
。 

 

甚
兵
衛
と
惣
八
郎
と
は
、
犬
猿
も
啻
な
ら
ぬ
仲
と
云
ふ
の
で

は
な
か
つ
た
。
然
し
、
甚
兵
衛
は
、
惣
八
郎
が
何
と
な
く
嫌
で
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あ
つ
た
。
磊
落
な
甚
兵
衛
に
は
、
ツ
ン
と
取
り
済
し
た
惣
八
郎

が
気
に
入
ら
な
か
つ
た
。
其
上
、
甚
兵
衛
が
惣
八
郎
に
含
ん
で

居
る
こ
と
が
一
つ
あ
る
。
夫
は
外
で
も
な
い
惣
八
郎
と
甚
兵
衛

と
は
、
兵
法
の
同
門
で
あ
つ
た
。
三
年
前
産
土
神
の
奉
納
仕
合

に
、
甚
兵
衛
と
惣
八
郎
は
、
顔
が
合
つ
た
。
其
時
に
甚
兵
衛
は

敗
れ
た
が
、
夫
以
来
、
甚
兵
衛
は
其
敗
戦
を
償
ふ
た
め
、
身
を

砕
い
て
稽
古
を
し
た
。
そ
し
て
、
惣
八
郎
と
今
一
度
の
手
合
せ

を
願
つ
て
居
る
。
所
が
惣
八
郎
は
色
々
な
口
実
で
、
そ
れ
を
避

け
た
。『
惣
八
ど
の
と
甚
兵
衛
ど
の
と
は
、
腕
前
に
於
て
孰
れ
が

上
ぢ
ゃ
。
』
な
ど
云
ふ
懸
案
が
同
門
の
間
に
、
提
出
せ
ら
れ
る
度

に
、
惣
八
郎
は
『
わ
れ
ら
が
如
き
。』
と
云
つ
て
謙
遜
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
言
葉
の
後
に
、
洩
す
微
笑
は
、
そ
の
言
葉
の
文
字

通
り
の
意
味
を
、
取
り
消
し
て
居
る
と
噂
さ
れ
た
。
が
二
人
は

道
で
逢
へ
ば
、
会
釈
も
し
た
。
同
席
の
場
合
に
は
、
言
葉
も
交

し
た
。
然
し
甚
兵
衛
は
、
一
時
の
勝
利
の
効
果
を
永
く
保
存
し

よ
う
と
す
る
惣
八
郎
を
、
可
な
り
含
ん
で
居
て
、
何
時
か
は
目

に
物
見
せ
よ
う
と
心
掛
け
て
居
た
。
其
対
手
か
ら
、
彼
は
意
外

に
も
恩
を
着
た
の
で
あ
る
。 

 

彼
は
、
強
い
衝
動
の
為
に
起
つ
た
頭
の
痛
み
を
感
じ
な
が
ら
、

惣
八
郎
に
依
つ
て
、
無
意
識
の
裡
に
着
せ
ら
れ
た
恩
を
悔
ん
だ
。 

『
惣
八
ど
の
が
、
甚
兵
衛
の
持
て
余
し
た
敵
を
打
ち
取
つ
た
。

甚
兵
衛
は
、
日
頃
大
口
を
叩
く
が
、
戦
場
で
は
殊
の
外
手
に
合

は
ぬ
男
ぢ
や
。』
と
云
ふ
噂
が
、
陣
中
に
伝
つ
た
ら
、
ど
う
し
よ

う
か
と
、
考
へ
た
。
其
上
、
自
分
の
嫌
な
男
を
、
一
生
、
命
の

恩
人
と
し
て
、
持
つ
て
居
る
事
は
、
如
何
に
不
快
で
あ
る
か
を

考
へ
た
。 

 

彼
は
力
な
く
、
立
ち
上
つ
て
、
陣
へ
退
く
途
中
で
色
々
と
、

頭
を
悩
し
た
。
そ
し
て
、
到
頭
、
こ
の
不
快
を
取
り
除
く
第
一

の
手
段
は
早
く
恩
返
し
を
す
る
事
だ
と
考
へ
付
い
た
。
惣
八
郎

の
危
難
を
助
け
て
や
れ
ば
よ
い
、
彼
の
受
け
た
丈
の
恩
を
返
し

て
や
れ
ば
よ
い
と
思
つ
た
。
其
上
、
今
は
戦
場
で
あ
る
。
そ
ん

な
機
会
が
、
幾
度
も
来
る
に
違
な
い
と
思
つ
た
。
す
る
と
、
余

り
屈
託
を
し
た
自
分
が
、
馬
鹿
ら
し
く
な
つ
て
来
た
。
彼
は
元

気
を
可
な
り
取
り
返
す
事
が
出
来
た
。 

 

陣
中
へ
帰
つ
て
見
る
と
、
同
輩
は
何
と
も
云
は
な
か
つ
た
。

惣
八
郎
は
と
、
見
る
と
篝
火
の
火
影
で
、
鑷
を
使
つ
て
居
た
。

惣
八
郎
は
今
日
の
出
来
事
を
、
誰
に
も
披
露
し
な
か
つ
た
の
だ
、

と
思
つ
た
。
が
、
甚
兵
衛
の
心
の
裡
に
は
そ
れ
に
対
す
る
感
謝

の
心
は
湧
か
な
か
つ
た
。
彼
は
、
二
重
に
恩
を
着
た
や
う
な
心

が
し
て
、
心
苦
し
く
さ
へ
思
つ
た
の
で
あ
る
。 

 

其
後
も
、
惣
八
郎
が
、
金
の
十
字
架
を
分
捕
し
た
と
云
ふ
話

を
す
る
者
は
あ
つ
た
が
、
然
し
其
の
出
来
事
に
就
て
は
誰
も
一
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言
も
云
は
な
か
つ
た
。
甚
兵
衛
は
、
自
分
の
前
を
憚
つ
て
云
は

ぬ
の
か
と
思
つ
た
。
が
然
し
、
夫
は
彼
の
邪
推
で
あ
る
事
が
、

間
も
な
く
分
つ
た
。 

 

甚
兵
衛
は
、
一
心
に
報
恩
の
機
会
を
待
つ
た
。
惣
八
郎
と
は
、

陣
中
で
朝
夕
顔
を
見
合
は
し
た
が
、
惣
八
郎
は
何
と
も
、
其
日

の
出
来
事
に
就
て
は
、
云
は
な
か
つ
た
。
甚
兵
衛
の
方
で
も
、

自
ら
其
日
の
出
来
事
に
就
て
語
る
の
を
避
け
た
。
彼
が
惣
八
郎

か
ら
恩
を
受
け
た
事
を
、
惣
八
郎
に
対
し
て
公
認
す
る
事
が
い

か
に
も
不
快
で
あ
つ
た
。
今
に
も
、
恩
返
を
し
て
や
る
と
心
の

裡
で
思
つ
て
居
た
。 

 

や
が
て
、
正
月
五
日
に
な
る
と
、
上
使
松
平
伊
豆
守
が
天
草

表
へ
到
着
し
た
。
甚
兵
衛
は
、
華
々
し
い
城
攻
め
が
近
づ
い
て

来
た
事
を
欣
ん
だ
。
然
し
伊
豆
守
も
、
亦
、
兵
糧
攻
め
の
策
を

採
つ
て
、
い
た
く
甚
兵
衛
を
落
胆
さ
せ
た
。 

  

無
為
な
日
が
続
い
た
。
細
川
の
陣
で
も
、
時
々
物
見
の
者
を

出
す
ば
か
り
で
あ
つ
た
。
甚
兵
衛
は
、
毎
日
の
や
う
に
惣
八
郎

と
顔
を
見
合
せ
た
。
そ
し
て
惣
八
郎
の
言
語
や
笑
の
裡
に
、
自

分
に
対
す
る
侮
蔑
が
交
つ
て
居
は
せ
ぬ
か
と
、
気
を
廻
し
た
。

其
上
に
、
惣
八
郎
と
同
座
し
て
居
る
と
、
命
を
助
け
ら
れ
た
と

云
ふ
意
識
が
、
一
種
の
圧
迫
を
感
ぜ
し
め
て
、
可
な
り
不
快
で

あ
つ
た
。 

 

二
月
八
日
に
、
絶
え
て
久
し
き
城
攻
め
が
あ
つ
た
。
甚
兵
衛

は
今
日
こ
そ
と
勇
み
立
つ
た
。
彼
が
戦
場
に
向
ふ
動
機
は
、
今

迄
と
は
全
く
異
つ
て
居
た
。 

 

功
名
を
す
る
為
で
も
な
け
れ
ば
、
主
君
の
為
で
も
な
か
つ
た
。

一
途
に
恩
を
返
す
事
を
念
と
し
た
の
で
あ
る
。
彼
は
無
論
惣
八

郎
の
後
を
跟
け
た
。
惣
八
郎
は
其
日
も
懸
命
に
な
つ
て
戦
つ
た
。

敵
は
大
抵
百
姓
で
あ
る
上
に
、
兵
糧
が
段
々
乏
し
く
な
り
か
け

て
居
た
為
か
、
惣
八
郎
の
手
に
立
つ
者
と
て
は
、
一
人
も
居
な

か
つ
た
。
無
論
甚
兵
衛
の
助
太
刀
を
要
す
る
や
う
な
機
会
は
来

な
か
つ
た
。 

 

た
ゞ
一
度
、
惣
八
郎
は
敵
と
渡
り
合
つ
て
居
る
裡
に
足
を
滑

ら
せ
た
。
が
、
片
膝
を
突
く
と
共
に
、
付
け
入
ら
う
と
し
た
相

手
を
、
腰
車
に
見
事
に
斬
つ
て
捨
て
た
。 

 

甚
兵
衛
は
、
其
日
殆
ど
太
刀
打
を
し
な
か
つ
た
。
自
分
の
前

に
進
ん
で
行
く
惣
八
郎
が
烈
し
く
戦
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は

さ
う
し
て
、
終
日
惣
八
郎
の
手
痛
い
戦
を
見
物
す
る
ば
か
り
で

あ
つ
た
。 

 

二
月
二
十
八
日
は
愈
々
、
総
攻
め
の
日
と
定
ま
つ
た
。
城
を

囲
ん
で
居
る
、
九
州
諸
藩
の
軍
勢
四
万
三
千
人
の
裡
、
原
城
の

陥
落
を
望
ま
な
か
つ
た
の
は
、
恐
ら
く
甚
兵
衛
一
人
で
あ
つ
た
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だ
ら
う
。
無
論
寄
手
の
裡
に
交
つ
て
居
る
、
切
支
丹
宗
門
の
者

や
徳
川
幕
府
に
恨
を
含
ん
で
居
る
者
は
、
一
揆
の
長
く
持
ち
堪

へ
る
事
を
、
望
ん
で
居
た
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
、
さ
う
し
た

宗
教
的
な
、
政
治
的
な
動
機
を
離
れ
て
、
自
分
の
独
自
の
心
で
、

甚
兵
衛
は
原
城
の
陥
ら
ぬ
や
う
に
と
、
祈
つ
て
居
た
。 

「
も
う
、
軍
も
今
日
限
り
ぢ
や
。
城
方
は
兵
糧
が
な
い
上
に
、

山
田
右
衛
門
作
と
申
す
者
が
、
有
馬
勢
に
内
応
の
矢
文
を
射

た
。」
と
、
云
ふ
噂
が
人
々
の
心
を
引
き
立
た
せ
た
。
功
名
も
今

日
限
り
ぢ
や
。
身
上
を
起
す
に
は
今
日
を
逸
し
て
は
な
ら
ぬ
と

寄
手
は
勇
み
立
つ
た
。 

 

甚
兵
衛
も
今
日
限
り
だ
と
思
つ
た
。
今
日
を
逸
し
て
泰
平
の

世
に
な
つ
た
ら
、
命
を
助
け
て
貰
つ
た
程
の
、
恩
を
返
す
機
会

は
、
絶
対
に
来
な
い
こ
と
を
知
つ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

其
日
惣
八
郎
は
、
や
は
り
細
川
勢
の
魁
で
あ
つ
た
。
何
時
も

必
ず
魁
を
す
る
甚
兵
衛
が
、
惣
八
郎
に
位
置
を
譲
つ
た
か
ら
で

あ
る
。 

 

戦
ひ
は
烈
し
か
つ
た
。
宗
徒
ど
も
は
『
さ
ん
た
、
ま
り
や
』

と
口
々
に
叫
び
な
が
ら
、
刀
槍
、
弓
矢
を
初
、
鍬
、
鎌
な
ど
を

さ
へ
手
に
し
て
、
戦
つ
た
。
三
の
丸
が
陥
ち
て
か
ら
、
城
方
の

敗
勢
は
も
は
や
何
う
と
も
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
素
肌

の
老
幼
な
ど
は
、
一
撃
の
下
に
倒
さ
れ
た
。
彼
ら
は
倒
れ
る
と
、

倒
れ
た
ま
ゝ
に
、
十
字
を
切
つ
て
従
容
と
神
の
国
へ
急
い
だ
。 

 

惣
八
郎
は
手
に
立
ち
さ
う
な
相
手
を
選
ん
で
は
、
薙
ぎ
倒
し

た
。
甚
兵
衛
は
、
朝
来
惣
八
郎
の
手
柄
を
見
て
歩
い
た
。
時
々

は
彼
も
亦
自
ら
戦
ひ
た
い
欲
望
に
、
駆
ら
れ
て
手
を
下
し
た
が
、

か
う
し
て
大
事
な
機
会
が
過
ぎ
去
る
の
が
、
惜
し
ま
れ
た
の
で
、

敵
を
巧
に
避
け
て
は
、
惣
八
郎
の
後
を
追
つ
た
。 

 

午
の
刻
を
過
ぎ
た
。
諸
方
か
ら
焼
き
立
て
ら
れ
た
火
の
手
は
、

到
頭
本
丸
に
達
し
た
。
原
城
の
最
後
の
時
が
来
た
。
城
楼
の
焼

け
落
つ
る
音
に
交
つ
て
、
死
ん
で
行
く
切
支
丹
宗
徒
の
最
後
の

祈
祷
や
悲
鳴
が
聞
え
た
。 

 

其
処
に
は
、
血
と
炎
と
の
大
な
る
渦
巻
が
あ
つ
た
。
流
石
の

甚
兵
衛
も
、
惣
八
郎
を
見
失
つ
て
し
ま
つ
た
。
夕
闇
の
迫
つ
て

来
る
に
従
つ
て
、
益
々
丹
の
色
に
燃
え
盛
る
原
城
を
見
詰
め
な

が
ら
、
彼
は
不
覚
の
涙
を
流
し
た
の
で
あ
る
。 

  

三
月
の
二
日
、
細
川
の
軍
勢
は
、
熊
本
に
引
き
上
げ
た
。
翌

上
巳
の
日
に
、
従
軍
の
将
士
は
忠
利
侯
か
ら
御
盃
を
頂
戴
し
た
。

甚
兵
衛
も
惣
八
郎
も
、
百
石
の
加
増
を
賜
つ
た
。
其
日
、
殿
中

の
廊
下
で
甚
兵
衛
は
惣
八
郎
に
逢
つ
た
。
惣
八
郎
は
晴
々
し
い

笑
顔
を
見
せ
な
が
ら
、 

「
御
同
様
に
、
お
目
出
度
い
事
で
御
座
る
。」
と
云
つ
た
。
甚
兵
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衛
は
、
戦
場
で
『
良
い
兜
で
御
座
る
。』
と
賞
め
ら
れ
た
時
と
、

同
じ
程
度
の
侮
辱
を
味
つ
た
。 

 

泰
平
の
日
が
始
ま
る
。 

 

が
、
甚
兵
衛
は
、
戦
中
と
同
じ
や
う
な
、
緊
張
し
た
心
持
で
、

報
恩
の
機
会
を
狙
つ
た
。
宿
直
を
共
に
す
る
夜
な
ど
は
、
惣
八

郎
の
身
に
危
難
が
迫
る
場
合
を
色
々
に
空
想
し
た
。
参
勤
の
折

は
、
道
中
の
駅
々
に
て
、
何
等
か
の
事
変
の
起
る
の
を
、
夫
と

な
く
俟
つ
た
事
も
あ
る
。 

 

然
し
、
惣
八
郎
は
無
事
息
災
で
あ
つ
た
。
事
変
の
起
り
易
い

狩
場
な
ど
で
も
、
彼
は
軽
捷
に
立
ち
廻
つ
て
、
怪
我
一
つ
負
は

な
か
つ
た
。
其
上
に
、
忠
利
侯
の
お
覚
も
よ
か
つ
た
。 

 

二
、
三
年
経
つ
裡
に
も
、
機
会
が
来
な
い
の
で
、
彼
は
焦
ら

立
つ
た
。
彼
は
自
分
で
惣
八
郎
を
、
危
難
に
陥
し
入
れ
る
機
会

を
作
ら
う
か
と
さ
へ
考
へ
た
。
然
し
夫
に
は
、
彼
の
心
に
強
い

反
対
が
あ
つ
た
。
彼
は
又
、
恩
を
受
け
た
と
云
ふ
事
実
を
忘
れ

よ
う
か
と
、
考
へ
て
見
た
。
然
し
、
夫
が
徒
労
で
あ
る
こ
と
は

直
ぐ
分
つ
た
。
家
中
の
若
者
が
一
座
し
て
、
武
辺
の
話
が
出
る

時
は
、
必
ず
島
原
一
揆
か
ら
例
を
引
い
た
。
殊
に
、
慶
長
元
和

の
古
武
者
が
死
ん
で
行
く
に
従
つ
て
、
島
原
で
手
に
合
う
た
者

が
、
実
戦
者
と
し
て
の
尊
敬
を
擅
に
す
る
や
う
に
な
つ
た
。 

「
甚
兵
衛
殿
は
、
島
原
で
の
覚
が
あ
ら
う
。
太
刀
は
凡
そ
、
何

寸
が
手
頃
ぢ
や
。」
な
ど
ゝ
云
ふ
質
問
が
、
よ
く
甚
兵
衛
に
向
け

ら
れ
た
。
其
度
に
彼
は
不
快
な
記
憶
を
新
に
し
た
。 

 

其
上
に
、
惣
八
郎
は
秘
蔵
の
佩
刀
の
目
貫
に
、
金
の
唐
獅
子

の
大
き
い
金
物
を
附
け
て
居
た
。
夫
を
彼
は
自
慢
に
し
て
居
る

や
う
で
あ
つ
た
。
誰
か
に
来
歴
を
訊
か
れ
る
と
、 

『
之
で
御
座
る
か
、
天
草
一
揆
の
折
分
捕
つ
た
十
字
架
を
鋳
直

し
た
物
で
御
座
る
。』
と
、
彼
は
得
意
ら
し
い
微
笑
を
洩
し
た
。

夫
以
上
の
詳
細
な
説
明
は
し
な
か
つ
た
が
、
傍
で
聴
い
て
居
る

甚
兵
衛
は
、
席
に
居
た
ゝ
ま
ら
ぬ
迄
に
赤
面
す
る
の
を
常
と
し

た
。 

 

寛
永
十
八
年
に
、
藩
主
忠
利
侯
が
他
界
し
て
、
光
尚
侯
が
封

を
継
い
だ
。
夫
を
唯
一
の
事
変
と
し
て
、
細
川
藩
に
は
封
建
時

代
の
年
中
行
事
が
恙
な
く
繰
り
返
さ
れ
る
の
み
で
あ
つ
た
。 

 

甚
兵
衛
が
三
十
の
年
を
迎
へ
た
時
、
か
う
し
て
居
て
は
際
限

が
な
い
と
思
つ
た
。
之
ま
で
と
は
全
然
別
な
、
手
段
を
採
ら
う

と
決
心
し
た
。
夫
は
虫
の
好
か
ぬ
惣
八
郎
と
、
努
め
て
昵
懇
に

な
ら
う
と
す
る
事
で
あ
つ
た
。
若
し
、
夫
が
成
功
し
た
ら
、
嫌

な
人
間
か
ら
恩
を
受
け
て
居
る
の
で
は
な
く
し
て
、
昵
懇
の
友

人
か
ら
、
受
け
て
居
る
事
に
な
る
と
思
つ
た
。
そ
し
て
、
彼
は

稍
夫
に
成
功
し
た
。
あ
る
口
実
が
あ
つ
た
の
を
機
会
に
、
家
伝

の
菊
一
文
字
の
短
刀
を
惣
八
郎
に
贈
ら
う
と
し
た
。
彼
は
自
分
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の
家
に
無
く
て
は
な
ら
ぬ
宝
刀
を
、
失
ふ
事
に
依
つ
て
、
恩
を

幾
分
で
も
返
し
た
と
云
ふ
や
う
な
、
心
持
を
得
た
い
と
思
つ
た

の
で
あ
る
。
が
、
惣
八
郎
は
、
真
正
面
か
ら
、
夫
を
拒
絶
し
た
。

甚
兵
衛
は
又
其
事
を
快
く
思
は
な
か
つ
た
。
惣
八
郎
は
、
故
意

に
恩
を
返
さ
せ
ま
い
と
す
る
の
だ
、
彼
は
一
生
恩
人
と
し
て
の

高
い
位
置
を
占
め
て
、
黙
々
の
裡
に
、
一
生
自
分
を
見
下
ろ
さ

う
と
す
る
の
だ
と
甚
兵
衛
は
考
へ
た
。
夫
な
ら
ば
よ
い
、
意
地

に
も
返
し
て
見
せ
る
、
命
を
助
け
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
見
事
に

助
け
返
し
て
や
る
と
思
つ
た
。
二
人
の
間
は
見
る
見
る
裡
に
、

又
元
に
還
つ
た
。 

 

然
し
、
途
中
で
逢
へ
ば
、
惣
八
郎
は
大
抵
言
葉
を
掛
け
た
。

甚
兵
衛
は
、
多
く
は
黙
礼
を
以
て
之
に
対
し
た
。
そ
の
裡
に
、

二
、
三
年
は
又
無
事
に
過
ぎ
去
つ
て
し
ま
ふ
。 

 

金
の
唐
獅
子
は
相
不
変
惣
八
郎
の
佩
刀
の
柄
に
光
つ
て
、
甚

兵
衛
の
気
持
を
悪
く
し
た
。 

 

そ
の
目
貫
は
、
甚
兵
衛
に
は
惣
八
郎
に
恩
を
負
う
て
居
る
事

を
示
す
、
永
久
の
表
章
の
や
う
に
思
は
れ
た
。
惣
八
郎
は
、
故
意

に
そ
の
目
貫
を
、
愛
玩
す
る
の
だ
と
さ
へ
、
甚
兵
衛
は
思
つ
た
。 

 

甚
兵
衛
が
四
十
に
な
つ
た
時
、
甚
兵
衛
と
惣
八
郎
と
が
相
番

で
、
殿
中
に
詰
め
て
居
た
。
そ
の
夜
、
白
書
院
の
床
の
青
磁
の

花
瓶
が
、
何
者
の
仕
業
と
も
な
く
、
壊
さ
れ
た
。
細
川
家
の
重

器
の
一
つ
で
あ
つ
た
。
甚
兵
衛
は
素
破
事
こ
そ
と
思
つ
た
。
此

の
お
咎
め
を
自
分
一
人
で
負
う
て
腹
を
切
つ
て
、
惣
八
郎
の
命

を
助
け
よ
う
と
思
つ
た
。 

 

然
し
、
藩
主
光
尚
侯
は
、
彼
が
意
気
込
ん
で
言
上
す
る
の
を

聞
い
た
後
、『
あ
れ
か
、
大
事
な
い
。
余
の
器
を
出
し
て
置
け
。』

と
何
気
な
く
云
は
れ
た
。 

  

彼
は
余
り
に
焦
立
し
い
時
に
は
、
一
層
惣
八
郎
を
打
果
し
て

死
な
う
か
と
も
思
つ
た
。
然
し
夫
は
自
分
が
、
恩
を
返
す
能
力

の
な
い
事
を
自
白
す
る
の
と
同
じ
だ
と
思
つ
た
。 

  

寛
文
三
年
の
春
が
来
た
。
甚
兵
衛
は
、
明
け
て
四
十
六
の
年

を
迎
へ
た
。
天
草
の
騒
動
か
ら
、
数
へ
て
二
十
六
年
に
な
つ
た
。

其
間
、
報
恩
の
機
会
は
遂
に
来
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。 

 

彼
は
半
生
の
間
、
た
ゞ
一
心
に
其
事
ば
か
り
を
考
へ
て
居
た

の
で
、
身
後
の
計
を
さ
へ
、
し
て
居
な
か
つ
た
。
配
偶
の
き
さ

女
と
の
間
に
は
、
一
人
の
子
供
さ
へ
無
か
つ
た
。
が
、
恩
返
し

の
為
に
、
一
命
を
捨
て
る
時
な
ど
に
心
残
り
の
な
い
事
を
結
句

喜
ん
だ
。 

 

今
年
の
春
か
ら
、
彼
は
朝
毎
に
、
咳
を
し
た
。
其
度
に
暫
く

は
止
ま
な
か
つ
た
。
彼
は
初
て
、
朧
げ
な
が
ら
死
を
予
想
し
た
。



 9 

前
途
の
短
い
の
を
知
つ
て
か
ら
は
、
是
非
為
さ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
報
恩
の
一
儀
が
、
愈
々
心
を
悩
し
た
。 

 

所
が
、
時
は
遂
に
到
来
し
た
。
此
年
三
月
二
十
六
日
、
甚
兵
衛

は
、
藩
老
細
川
志
摩
か
ら
早
使
を
以
て
城
中
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
た
。 

 

志
摩
は
、
老
眼
を
し
ば
た
ゝ
き
な
が
ら
、 

「
甚
兵
衛
、
大
切
な
上
意
ぢ
や
ぞ
。」
と
前
置
を
し
て
、「
此
度
、

殿
の
思
召
に
依
つ
て
、
佐
原
惣
八
郎
放
打
の
仕
手
其
方
に
申
付

く
る
ぞ
。
」
と
云
つ
た
。 

 

甚
兵
衛
は
ハ
ツ
と
平
伏
し
た
が
、
そ
の
心
の
裡
に
は
何
と
も

知
れ
ぬ
、
感
情
が
汪
洋
と
し
て
躍
り
狂
つ
た
。
彼
は
や
つ
と
心

を
静
め
て
、 

「
惣
八
郎
奴
、
何
様
の
科
に
依
り
ま
し
て
。」
と
訊
い
た
。
す
る

と
志
摩
は
稍
声
を
励
し
て
、 

「
夫
は
、
其
方
の
知
る
事
で
は
な
い
、
其
方
は
仕
手
を
務
む
れ

ば
良
い
の
ぢ
や
。
相
手
も
天
草
で
手
に
合
う
た
者
ぢ
や
油
断
す

な
。」
と
云
ひ
な
が
ら
苦
笑
し
た
。 

 

甚
兵
衛
は
周
章
て
ゝ
は
な
ら
ぬ
と
思
つ
た
。 

「
と
て
も
の
事
に
殿
直
々
の
上
意
を
。」
と
乞
う
た
。 

 

志
摩
は
快
く
夫
を
許
可
し
た
。
「
至
極
ぢ
や
。」
と
云
ひ
な
が

ら
、
志
摩
は
甚
兵
衛
を
麾
い
て
先
に
立
つ
た
。
や
が
て
甚
兵
衛

は
光
尚
侯
か
ら
『
志
摩
が
申
し
た
事
、
良
き
に
計
ら
へ
。』
と
の

有
難
い
上
意
を
受
け
た
の
で
あ
る
。 

 

上
意
討
の
仕
手
に
な
る
事
は
、
平
時
に
於
け
る
武
士
の
最
大

の
名
誉
で
あ
つ
た
。
然
し
甚
兵
衛
は
、
も
つ
と
大
き
い
喜
び
が

あ
つ
た
。
二
十
六
年
狙
つ
て
居
た
機
会
が
来
た
。
彼
が
明
暮
望

ん
で
居
た
通
り
、
恩
人
に
大
な
る
危
害
が
迫
つ
て
居
る
。
而
も

其
危
害
の
糸
を
引
く
者
は
、
実
に
彼
自
身
で
あ
つ
た
。 

 

彼
は
命
を
捨
て
ゝ
掛
ら
う
と
思
つ
た
。
永
く
自
分
を
苦
し
め

た
、
圧
迫
を
今
日
こ
そ
、
地
に
擲
つ
事
が
で
き
る
と
思
つ
た
。 

 

然
し
尚
残
つ
て
居
る
の
は
、
手
段
の
問
題
で
あ
つ
た
。
彼
は

最
初
上
意
と
名
乗
り
か
け
て
、
却
つ
て
自
分
が
打
た
れ
よ
う
か

と
思
つ
た
。
然
し
、
夫
で
は
自
分
を
犠
牲
に
す
る
事
が
先
方
に

分
ら
ぬ
と
思
つ
た
。
彼
は
二
刻
も
の
間
考
へ
迷
つ
た
末
、
次
ぎ

の
や
う
な
手
書
を
認
め
た
。 

『
一
書
進
上
致
し
そ
ろ
、
今
日
火
急
の
御
召
に
て
登
城
致
し

候
処
、
存
じ
の
外
に
も
、
其
許
を
手
に
掛
け
候
や
う
上
意
蒙

り
申
候
、
さ
れ
ど
其
許
に
は
、
天
草
に
て
危
急
の
場
合
を
助

け
ら
れ
候
恩
義
有
之
、
容
易
に
刃
を
下
し
難
く
候
に
就
い
て

は
此
状
披
見
次
第
、
申
の
刻
迄
に
早
急
に
国
遠
な
さ
る
べ
く

候
、
以
上
。』 

 

そ
し
て
心
利
い
た
、
仲
間
を
使
に
立
て
た
。
や
が
て
暮
に
近
い

頃
彼
は
近
頃
に
な
い
、
晴
々
し
た
心
地
で
惣
八
郎
の
家
を
訪
う
た
。 
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が
、
其
処
に
は
何
等
の
混
乱
の
跡
が
な
か
つ
た
。
塵
一
つ
止

め
て
な
い
庭
に
は
、
打
水
の
痕
が
し
め
や
か
で
あ
つ
た
。
彼
は
、

意
外
の
感
に
打
た
れ
な
が
ら
、
案
内
を
乞
ふ
と
、
玄
関
へ
立
ち

現
は
れ
た
の
は
、
疑
ぎ
れ
も
な
い
惣
八
郎
自
身
で
あ
つ
た
。
惣

八
郎
は
物
静
な
調
子
で
、 

「
先
刻
よ
り
待
ち
申
し
て
御
座
る
。」
と
挨
拶
し
た
。 

 

甚
兵
衛
は
返
す
言
葉
が
な
か
つ
た
。
主
客
は
怖
ろ
し
い
、
沈

黙
の
裡
に
座
敷
へ
通
つ
た
。 

 

す
る
と
、
惣
八
郎
の
養
女
が
静
に
匕
首
の
載
つ
て
居
る
三
宝

を
持
つ
て
現
は
れ
た
。 

 

惣
八
郎
は
居
座
り
寄
り
な
が
ら
、
匕
首
を
取
り
上
げ
て
、
甚

兵
衛
に
目
礼
し
た
。 

「
い
ざ
、
介
錯
下
さ
れ
い
、
御
配
慮
に
依
つ
て
、
万
事
心
残
り

な
く
取
置
き
ま
し
た
。」
と
云
ひ
な
が
ら
、
左
の
腹
に
静
に
匕
首

の
切
先
を
含
ま
せ
た
。 

 

甚
兵
衛
は
茫
然
と
し
て
立
ち
上
り
、
茫
然
と
し
て
刀
を
振
つ
た
。 

 

然
し
、
打
ち
落
し
た
首
を
見
て
居
る
と
、
憎
悪
の
心
が
ム
ラ

〱
と
湧
い
た
。
報
恩
の
最
後
の
機
会
を
、
惣
八
郎
の
為
に
無

残
に
も
踏
み
躙
ら
れ
た
の
だ
と
、
甚
兵
衛
は
思
つ
た
。 

 

惣
八
郎
の
書
置
き
に
は
、『
甚
兵
衛
よ
り
友
誼
を
以
て
自
裁
を

勧
め
ら
れ
た
る
に
依
り
、
勝
手
な
が
ら
。』
と
こ
と
わ
つ
て
あ
つ
た
。 

 

君
命
に
も
背
か
ず
、
友
誼
を
も
忘
れ
ざ
る
者
と
云
ふ
の
で
、

甚
兵
衛
は
、
一
藩
の
賞
め
者
と
な
つ
た
。
そ
し
て
殿
か
ら
五
十

石
の
加
増
が
あ
つ
た
。
彼
は
そ
の
五
十
石
を
惣
八
郎
か
ら
、
受

け
た
新
し
い
恩
と
し
て
死
ぬ
迄
苦
悶
の
種
と
し
た
。 

 

其
後
、
享
保
の
頃
に
な
つ
て
、
天
草
陣
惣
八
覚
書
と
云
ふ
写

本
が
、
細
川
家
の
人
々
に
読
ま
れ
た
。
其
裡
の
一
節
に
、『
今
日

計
ら
ず
も
甚
兵
衛
の
危
急
を
助
け
申
候
、
さ
れ
ど
戦
場
の
敵
は

私
の
敵
に
非
ざ
れ
ば
、
恩
を
施
せ
し
な
ど
夢
に
も
思
ふ
べ
き
に

非
ず
、
右
後
日
の
為
に
記
し
置
候
事
』
と
あ
つ
た
。 


